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バッチインポートの使用

アラート設定のインポート

ストレージアレイから別のストレージアレイにアラート設定をインポートできます。こ
のバッチ処理により、ネットワーク内に複数のアレイを設定する必要がある場合に時間
を節約できます。

開始する前に

• アラートは、ソースとして使用するストレージアレイのSystem Managerで設定します（メニュー
：Settings [Alerts]）。

• ターゲットストレージアレイの既存の構成は、System Managerでバックアップされます（メニュー：[設
定][システム]>[ストレージアレイ構成の保存]）。

タスクの内容

インポート処理では、Eメール、SNMP、またはsyslogのいずれかのアラートを選択できます。インポートさ
れる設定は次のとおりです。

• *Email alerts *--メールサーバのアドレスとアラート受信者の電子メールアドレス。

• Syslogアラート-- syslogサーバのアドレスとUDPポート。

• *snmp alerts *-- SNMPサーバのコミュニティ名とIPアドレス。

手順

1. [管理]ページで、[設定のインポート*]をクリックします。

設定のインポートウィザードが開きます。

2. 設定の選択ダイアログボックスで、電子メールアラート、* SNMPアラート*、または* Syslogアラート*の
いずれかを選択し、*次へ*をクリックします。

ソースアレイを選択するためのダイアログボックスが開きます。

3. [ソースの選択]ダイアログボックスで、インポートする設定のアレイを選択し、[次へ]をクリックします。

4. [Select Targets]ダイアログボックスで、新しい設定を適用するアレイを1つ以上選択します。

ファームウェアが8.50未満のストレージアレイは選択できません。また、Unified Manager

が通信できないアレイ（オフラインのアレイ、証明書、パスワード、ネットワークに問題
があるアレイなど）は、このダイアログボックスに表示されません。

5. [ 完了 ] をクリックします。

[Operations]ページにインポート処理の結果が表示されます。処理に失敗した場合は、その行をクリック
すると詳細が表示されます。

結果

Eメール、SNMP、またはsyslogを使用して管理者にアラートを送信するようにターゲットストレージアレイ

1



が設定されました。

AutoSupport設定のインポート

ストレージアレイから別のストレージアレイにAutoSupport構成をインポートできます。
このバッチ処理により、ネットワーク内に複数のアレイを設定する必要がある場合に時
間を節約できます。

開始する前に

• AutoSupport は、ソースとして使用するストレージアレイ（メニュー：サポート[サポートセンター]）に
対してSystem Managerで設定します。

• ターゲットストレージアレイの既存の構成は、System Managerでバックアップされます（メニュー：[設
定][システム]>[ストレージアレイ構成の保存]）。

タスクの内容

インポートされる設定には、個別の機能（Basic AutoSupport、AutoSupport OnDemand、およびRemote

Diagnostics）、メンテナンス時間、配信方法、およびディスパッチスケジュールが含まれます。

手順

1. [管理]ページで、[設定のインポート*]をクリックします。

設定のインポートウィザードが開きます。

2. 設定の選択ダイアログボックスで、「* AutoSupport 」を選択し、「*次へ」をクリックします。

ソースアレイを選択するためのダイアログボックスが開きます。

3. [ソースの選択]ダイアログボックスで、インポートする設定のアレイを選択し、[次へ]をクリックします。

4. [Select Targets]ダイアログボックスで、新しい設定を適用するアレイを1つ以上選択します。

ファームウェアが8.50未満のストレージアレイは選択できません。また、Unified Manager

が通信できないアレイ（オフラインのアレイ、証明書、パスワード、ネットワークに問題
があるアレイなど）は、このダイアログボックスに表示されません。

5. [ 完了 ] をクリックします。

[Operations]ページにインポート処理の結果が表示されます。処理に失敗した場合は、その行をクリック
すると詳細が表示されます。

結果

ターゲットストレージアレイのAutoSupport設定がソースアレイと同じになります。

ディレクトリサービス設定のインポート

ストレージアレイから別のストレージアレイにディレクトリサービス設定をインポート
できます。このバッチ処理により、ネットワーク内に複数のアレイを設定する必要があ
る場合に時間を節約できます。
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開始する前に

• ディレクトリサービスは、ソースとして使用するストレージアレイのSystem Managerで設定されます（
メニュー：設定[アクセス管理]）。

• ターゲットストレージアレイの既存の構成は、System Managerでバックアップされます（メニュー：[設
定][システム]>[ストレージアレイ構成の保存]）。

タスクの内容

インポートされる設定には、LDAP（Lightweight Directory Access Protocol）サーバのドメイン名とURL、お
よびLDAPサーバのユーザグループとストレージアレイの事前定義されたロールのマッピングが含まれます。

手順

1. [管理]ページで、[設定のインポート*]をクリックします。

設定のインポートウィザードが開きます。

2. [設定の選択]ダイアログボックスで、[ディレクトリサービス]を選択し、[次へ*]をクリックします。

ソースアレイを選択するためのダイアログボックスが開きます。

3. [ソースの選択]ダイアログボックスで、インポートする設定のアレイを選択し、[次へ]をクリックします。

4. [Select Targets]ダイアログボックスで、新しい設定を適用するアレイを1つ以上選択します。

ファームウェアが8.50未満のストレージアレイは選択できません。また、Unified Manager

が通信できないアレイ（オフラインのアレイ、証明書、パスワード、ネットワークに問題
があるアレイなど）は、このダイアログボックスに表示されません。

5. [ 完了 ] をクリックします。

[Operations]ページにインポート処理の結果が表示されます。処理に失敗した場合は、その行をクリック
すると詳細が表示されます。

結果

ターゲットストレージアレイにソースアレイと同じディレクトリサービスが設定されます。

システム設定のインポート

ストレージアレイから別のストレージアレイにシステム構成をインポートできます。こ
のバッチ処理により、ネットワーク内に複数のアレイを設定する必要がある場合に時間
を節約できます。

開始する前に

• ソースとして使用するストレージアレイのシステム設定をSystem Managerで設定しておきます。

• ターゲットストレージアレイの既存の構成は、System Managerでバックアップされます（メニュー：[設
定][システム]>[ストレージアレイ構成の保存]）。

タスクの内容
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インポートされる設定には、ボリュームのメディアスキャン設定、コントローラのSSD設定、および自動ロー
ドバランシングが含まれます（ホスト接続レポートは含まれません）。

手順

1. [管理]ページで、[設定のインポート*]をクリックします。

設定のインポートウィザードが開きます。

2. [設定の選択]ダイアログボックスで、[システム]を選択し、[次へ*]をクリックします。

ソースアレイを選択するためのダイアログボックスが開きます。

3. [ソースの選択]ダイアログボックスで、インポートする設定のアレイを選択し、[次へ]をクリックします。

4. [Select Targets]ダイアログボックスで、新しい設定を適用するアレイを1つ以上選択します。

ファームウェアが8.50未満のストレージアレイは選択できません。また、Unified Manager

が通信できないアレイ（オフラインのアレイ、証明書、パスワード、ネットワークに問題
があるアレイなど）は、このダイアログボックスに表示されません。

5. [ 完了 ] をクリックします。

[Operations]ページにインポート処理の結果が表示されます。処理に失敗した場合は、その行をクリック
すると詳細が表示されます。

結果

ターゲットストレージアレイのシステム設定がソースアレイと同じになります。

ストレージ構成のインポート

ストレージアレイから別のストレージアレイにストレージ構成をインポートできます。
このバッチ処理により、ネットワーク内に複数のアレイを設定する必要がある場合に時
間を節約できます。

開始する前に

• ソースとして使用するストレージアレイのストレージをSANtricity System Managerで設定しておきます。

• ターゲットストレージアレイの既存の構成は、System Managerでバックアップされます（メニュー：[設
定][システム]>[ストレージアレイ構成の保存]）。

• ソースアレイとターゲットアレイが次の要件を満たしている必要があります。

◦ コントローラが配置されているシェルフが同じである必要があります。

◦ シェルフIDが同じである必要があります。

◦ 拡張シェルフには、同じドライブタイプの同じスロットが搭載されている必要があります。

◦ RBODエンクロージャタイプは同一である必要があります。

◦ HICが、ホストのData Assurance機能を含めて同一である。

◦ ターゲットアレイのステータスが最適である必要があります。
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◦ ターゲットアレイのボリューム容量がソースアレイの容量よりも大きい。

• 次の制限事項に注意してください。

◦ デュプレックス構成からシンプレックス構成へのインポートはサポートされていませんが、シンプレ
ックス構成からデュプレックス構成へのインポートは可能です。

◦ ソースアレイのディスクプールボリュームが64TB以上の場合、ターゲットでインポートプロセスを実
行できません。

◦ シンボリュームはインポートプロセスに含まれません。

タスクの内容

インポートされる設定には、設定済みのボリューム（リポジトリボリュームでないシックボリュームのみ）、
ボリュームグループ、プール、およびホットスペアドライブの割り当てが含まれます。

手順

1. [管理]ページで、[設定のインポート*]をクリックします。

設定のインポートウィザードが開きます。

2. [設定の選択]ダイアログボックスで、[ストレージ構成*]を選択し、[次へ*]をクリックします。

ソースアレイを選択するためのダイアログボックスが開きます。

3. [ソースの選択]ダイアログボックスで、インポートする設定のアレイを選択し、[次へ]をクリックします。

4. [Select Targets]ダイアログボックスで、新しい設定を適用するアレイを1つ以上選択します。

ファームウェアが8.50未満のストレージアレイは選択できません。また、Unified Manager

が通信できないアレイ（オフラインのアレイ、証明書、パスワード、ネットワークに問題
があるアレイなど）は、このダイアログボックスに表示されません。

5. [ 完了 ] をクリックします。

[Operations]ページにインポート処理の結果が表示されます。処理に失敗した場合は、その行をクリック
すると詳細が表示されます。

結果

ターゲットストレージアレイのストレージ構成がソースアレイと同じに設定されます。
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については、DFARS 252.227-7015(b)項（2014年2月）で定められた権利のみが認められます。

商標に関する情報
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